
い
う
こ
と
が
、
こ
の
通
学
合
宿
の

大
き
な
ね
ら
い
で
も
あ
る
の
で
す
。

「
も
と
も
と
仲
の
良
い
友
だ
ち
同

士
だ
っ
た
が
、さ
ら
に
絆
が
深
ま
っ

た
よ
う
だ
」
と
親
御
さ
ん
か
ら
頂

戴
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
あ
り
ま
し

た
。
地
域
の
公
民
館
と
し
て
一
助

に
な
っ
て
い
れ
ば
光
栄
で
す
。

　

今
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
を
考
え
た
と
き
、
子
ど
も
た

ち
の
中
に
、
家
庭
の
中
に
、
地
域

の
中
に
３
つ
の
目
的
（
本
文
参
照
）

を
よ
み
が
え
ら
せ
る
事
が
大
切
だ

と
い
う
宮
澤
太
田
公
民
館
長
の
思

い
を
大
事
に
、
広
く
地
域
に
こ
の

通
学
合
宿
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ま
せ
ん
。
ま
わ
り
の
大
人
も
や
や

手
こ
ず
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
一

人
の
子
が
正
解
を
導
き
出
し
、
解

法
を
聞
き
な
が
ら
み
ん
な
で
納
得
。

み
ん
な
で
学
習
す
る
こ
の
通
学
合

宿
の
良
さ
か
な
と
思
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
通
学
合
宿
の
「
約
束
」

１
．
勉
強
、
遊
び
、
掃
除
、
食
事

の
し
た
く
、片
付
け
等
々
、グ
ル
ー

プ
で
協
力
し
て
や
る
。

２
．テ
レ
ビ
、ま
ん
が
、携
帯
電
話
、

お
菓
子
な
ど
な
い
生
活
を
す
る
。

３
．
学
年
の
ち
が
う
子
や
地
域
の

人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
る
。

　
こ
う
い
っ
た
姿
は
、
昔
は
地
域

の
中
に
ご
く
自
然
に
あ
っ
た
姿
で

す
。
そ
の
中
で
い
ろ
ん
な
育
ち
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
今
一
度
、
子

ど
も
た
ち
の
中
に
、
家
庭
・
地
域

の
中
に
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
を
い
い
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。
併
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

そ
の
時
期
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段

階
に
お
い
て
、
身
に
つ
け
な
け
れ

な
い
け
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の

力
を
確
か
に
育
て
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
泊
三
日
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

が
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
寝
食

を
共
に
す
る
、
ま
さ
に
地
域
の
子

ど
も
た
ち
は
地
域
で
育
て
る
と
い

う
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
し
、

子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育
て
る
と

程
説
明
と
注
意
事
項
を
説
明
し
て

か
ら
、
夕
食
の
準
備
に
取
り
か
か

る
ま
で
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
入
っ
て

も
ら
っ
た
大
学
生
と
高
校
生
の
水

野
姉
弟
主
導
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。
顔
見
知
り

と
は
い
え
、
学
校
外
で
会
う
こ
と

の
気
恥
ず
か
し
さ
な
の
か
緊
張
気

味
の
面
々
で
し
た
が
、
徐
々
に
み

ん
な
で
す
る
あ
そ
び
の
楽
し
さ
に

触
れ
て
い
く
姿
は
当
然
だ
と
思
い

ま
し
た
し
、
い
い
光
景
だ
と
も
思

い
ま
し
た
。
今
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
群
れ
て
遊
ぶ
世
界
の
良
さ

は
こ
こ
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
、
そ
の

中
で
さ
ま
ざ
ま
な
か
か
わ
り
方
を

学
ん
で
い
く
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
水
野
姉
弟
が
ゲ
ー

ム
の
中
心
と
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
実
に

う
ま
い
！
二
人
の
こ
と
を
、
憧
れ

を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
は
見
て
い

た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
役
割
、
声
か
け
を

し
て
い
く
な
ど
の
周
り
の
人
た
ち

と
の
か
か
わ
り
方
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
は
自
然
と
感
じ
と
っ
て
い
る

ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

朝
食
は
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る

た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
調
理

し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
夕
食
の

盛
り
付
け
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
火

お
こ
し
な
ど
積
極
的
に
お
手
伝
い

す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
家
族
の

一
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
や
っ
て

い
く
と
い
う
姿
勢
は
大
事
な
こ
と

で
す
。
ま
し
て
や
集
団
生
活
の
中

で
は
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
を
学
ば
せ
て
く
れ
る
貴
重
な

体
験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
思
い

ま
す
。

　
１
日
朝
、
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
通

学
で
す
。
帰
っ
た
あ
と
は
宿
題
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
家
で
は
な
か

な
か
こ
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
の
だ

ろ
う
な
と
思
い
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
嬉
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。

算
数
の
比
を
簡
単
に
す
る
問
題

「
51
：
34
」
は
、
み
ん
な
で
考
え

ま
す
が
、
な
か
な
か
答
え
が
出
せ

生
涯

学
習
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　観音や霊場を巡拝し、無事達成
した記念として造立する供養塔を巡
拝塔といいます。飯山市域では、享
保 4年（1719）に造立された巡拝
塔が最も古く、この頃から巡拝が始
まっていたことがうかがえます。江
戸時代後期には、近くで簡単に巡拝
できるように、村内に札所の観音を
石仏で造立し、西国三十三所の巡
拝とする形が成立していきます。巡
拝塔や観音を造立することは、巡拝
した人がその功徳をほかの人々に施
すという意味も持っています。
　写真は太田地区の妙林寺の境内
にある三十三観音です。石仏は高
遠石工によって彫られています。

巡拝塔（三十三観音）

テレビ、まんが、もちろんゲームもない生活です。 

　
こ
の
通
学
合
宿
に
は
宮
澤
章
榮

太
田
公
民
館
長
の
３
つ
の
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。

１
．集
団
生
活
を
通
し
て
、自
立
心
、

思
い
や
る
心
、感
謝
の
心
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
る
。

２
．
親
子
離
れ
離
れ
の
生
活

を
通
し
て
、
お
互
い
を
見
つ

め
直
し
、
家
庭
教
育
を
見
直

す
機
会
と
す
る
。

３
．
地
域
の
方
々
の
参
加

を
大
事
に
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
は
地
域
で
育
て
る

意
識
を
醸
成
す
る
。

　

日
曜
日
に
親
御
さ
ん

が
布
団
を
運
び
入
れ
て
始

ま
っ
た
通
学
合
宿
は
、
最

終
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
参

加
児
童
９
名
全
員
か
ら「
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う

回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

30
日
午
後
、
簡
単
な
日

「
51:

34
」
難
問
に
挑
戦
！

で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て

　
　
　
　
　
　
　
お
手
伝
い

太田地区妙林寺の三十三観音

昔とは変わってしまった今。その社会環境の中で、子ども
たちがこれからの社会をたくましく生きていく力を育んでい
くための環境をどう作っていくかが問われています。

子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育
て
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
り
っ
子
通
学
合
宿

　
太
田
公
民
館
で
は
８
月
30
日
㈰
午
後
か

ら
９
月
１
日
㈫
夕
方
に
か
け
て
２
泊
３
日
で

実
施
し
ま
し
た
。「
通
学
合
宿
」
と
は
、
子

ど
も
た
ち
が
親
元
を
離
れ
公
共
施
設
で
寝

泊
ま
り
し
、
共
同
生
活
を
行
い
な
が
ら
通

学
す
る
と
い
う
活
動
で
す
。

地
元
の
姉
弟
が
活
躍
！

■作品展示の部
　10月24日（土）～25日（日）　 飯山市公民館（上倉）９:００～２０:３０
　市内（飯水）の小中学生が制作した絵画・版画・習字などの、飯水児童生徒図工美術・習字作品選抜展作品の
展示を行います。どうぞご来場ください。

■舞台発表の部　
　11月３日（文化の日）　　飯山市民会館（城山）開場　１２:３０　開会　１３:００（予定）
　市内の小中学生と高校生による合唱、ダンス、吹奏楽  等をお楽しみください。

舞台発表の部 出場予定団体
笹川太鼓
泉台小学校１･２･３年生
白鳥バレエ学園 飯山教室
飯山市立城南中学校吹奏楽部
LEAPURE
飯山市立城北中学校吹奏楽部

飯山小学校 5年生
CHARMY
岡山小学校 全校
飯山小学校 合唱隊
戸狩小学校 音楽クラブ
（順不同）

第 36回　飯山市青少年芸術祭

今
年
度
は
最
終
回
で
す
！

ふ
る
さ
と
再
発
見
講
座

今
回
は

「
ブ
リ
大
根
」

「
山
菜
お
こ
わ
」

「
野
沢
菜
し
ょ
う
ゆ
漬
け
」

「
え
ご
」 を
作
り
ま
す
。

■
日　

時
：
11
月
13
日
㈮

     

19
時
〜
21
時
30
分

■
定　
員
：
20
名

    （
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
場　

所
：
飯
山
市
公
民
館

         

１
階　
調
理
実
習
室

■
持
ち
物
：
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

布
、
手
ふ
き
用
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具

■
受
講
料
：
２
０
０
円

■
材
料
費
：
５
０
０
円

■
対
象
者
：
飯
山
市
内
在
住 

           

ま
た
は 

在
勤
の
方

■
募
集
期
間

10
月
21
日
㈬
〜
10
月
30
日
㈮

■
お
申
込
み
・

　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
先

飯
山
市
公
民
館   

　
　
　
　
　
☎
62
３
３
４
２

第
４
回

ふ
る
さ
と
い
い
や
ま
母
の
味

            　
 

受
講
生
募
集

通
学
合
宿
の
輪
を
広
げ
よ
う
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いいやま女性センター未来　くらしのセミナー　

30

富倉地区の
　　　　公民館活動について
　　富倉地区中谷集落館長　阿部　博文

　富倉の公民館活動としては、ゲートボール大会。マレッ
トゴルフ大会、区民旅行が主なものです。また、今年か
ら育成会行事についても公民館が担当することになりま
した。
　なにぶん、人口減少・高齢化が顕著な当地区では参加者
の確保がたいへんになってきております。今年はとりあえ
ずこの三大イベントは無事終了することができました。
　先日マレットゴルフ大会を行いました。天候が心配さ
れましたが二十人ほどの参加を得て無事終了することが
できました。
　競技はさておき懇親会になれば、参加された皆さんが
久しぶりに顔を合わせ、世間話に花を咲かせます。富倉
も集落間の距離があるのでなかなか他の集落の人と顔を
合わすことがありません。「参加することに意義がある」
と思いますので、この欄を読んだ富倉の方は（読まなく
ても）次の機会にはぜひ参加してみてください。
　今後、共催行事として数回の茶話会を予定しています。
ぜひご参加ください。
　なにぶんの事、子供は少ない、平均年齢も七十歳をか
なり超えています。新しいことを始めるのも難しい状態
ですが、活性化センターの方にご協力をいただきながら
活動を続けたいと思います。

柳原敬老会
　　　柳原地区専門部員　平田　孝一

　９月21日柳原社協主催により、27年度敬老会が行われました。
　前日行われた大川地区の敬老会も晴天の中盛大に行われ、
翌日も恵まれた天候の中、敬老該当者２１７名に対し、41名の
出席いただいた皆さまが歓談しながら入場いただくなか、昨年
よりも少ない出席者数に、関係者全員がどうしたらもっと出席い
ただけるかが、今後の課題になると実感いたしました。
　敬老会はたいへんに盛大であり、剣詩舞およびカラオケの皆さま
により、楽しい時間を過ごさせていただきありがとうございました。
　皆さまが地域の芯として日頃より生活されている事が、敬老
者代表、北川様の言葉の中にも一端があると感じましたので、
紹介させていただきます。
　謝辞として発せれられた事柄は、自身が西回り線に平行した
富倉側の農道にて朝、草刈りをおこなっていた際に、通学の小
学生に大声で元気に、「おはようございます」と声をかけられ「は
っ」とし、現在の自身に問われ、あいさつ、言葉かけ、繋がり
を今さら幼い子どもらに教えられたような気がしたこと、そこか
ら来る地域教育の充実と大切さ、それらを今後も継続し、地域
を発展させていってほしいという気持ちと、自らもますます、子
どもたちに負けないように努力することにより、未来に向けての
希望を共感したいという決意を話されました。自身の労を発せ
られる事なく、未来に共感する姿勢にたいへん学ばせていただ
き、その後の歓談にも皆で、多くの花を咲かせていただきました。
　今後はもっとたくさんの先輩と歓談出来るように主催し頑張りま
すので、来年も多くの皆さまのご出席をお待ちしております。

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

室
しつらい

礼講座

日　程　   11/16㈪、11/30㈪、12/7㈪
　　　　　12/14㈪、12/21㈪（全５回）
時　間　　14：00～15：30
場　所　　飯山市公民館206教室
対象者　　飯山市民および飯山市内にお勤めの方
定　員　　20名　
受講料　　1,000円　
募集期間　10月20日㈫～11月6日㈮
申込先　　女性センター未来　
　　　　　☎62-0543

～季節の行事を飾る～　
受講生募集

これからのお金の話　
～自分の資産を自分で管理するために～
受講生募集

講　師　　山上　絹代 氏
　　　　　　　 （暮らしの伝承文化研究所主宰）

講　師　田中　政広  氏
　　　　　  （野村証券株式会社投資情報部課長）

「子育てにかかるお金の現実とやりくりについて」～備えあれば憂いなし！～

■日　 時 : 11月15日㈰　13時30分～15時（13時開場　入場無料）
■ 場　 所：飯山市公民館2階講堂　　お問い合わせ先 :飯山市公民館   ☎ 62-3342

飯山雪国大学公開講座　子育てセミナー第５回講座

講師：後藤　厚裕　先生
(１級ファイナンシャル・プランニング技能士 )
◇プロフィール
大阪府生まれ、北九州育ち。(有 )グッドライフFPステーション取締役社長。三洋証券
株式会社、アリコジャパン勤務を経て、平成１２年に、独立系FP会社である(有 )グッ
ドライフFPステーションを設立、現在に至る。資産運用をはじめ、家計簿の無駄削減
や保険等の見直し、教育資金 (教育ローン・学資保険 )、貯蓄の仕方など、幅広く対応。
独立系会社ならでのは、第三者の立場からの中立的アドバイスを展開。

日時・内容　　
1回目       11/9　㈪14：00～16：00
　　　　　家庭でできる七・五・三の室礼
2回目       11/24㈫10：00～12：00
　　　　　お客さまを迎える年末、正月迎えの室礼
場　所　　女性センター未来　交流ルーム
対象者　　飯山市民および飯山市内にお勤めの方
定　員　　30名　
材料費　　各回1,000円　受講料　各回　200円　
募集期間　10月30日㈮まで
申込先　　女性センター未来　☎62-0543

「室礼」とは飾りや調度を正月、節分、雛祭、端午、重陽など、
節目ごとにその場にふさわしく整えることをいいます。玄
関やリビングなどのスペースに季節の花や行事にまつわる
ものを飾り、四季折々の美しさを愛でるひと時を暮らしに
取り入れてみませんか。１回目はご家庭向け、２回目はご
商売の店先等の内容が主になりますが、どちらにも応用で
きます。どちらかだけの受講も可能です。

金融講座

生活に密着した経済・社会の構造とその変化を理解
し、将来にわたり充実した人生を送るための生活設
計・資産管理を学びます。男性の受講も大歓迎です。



◇
外
様
地
区
敬
老
祝
賀
会

　
９
月
27
日
㈰
外
様
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
と
共
催
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
２
２
９
名
。

そ
の
う
ち
70
人
の
方
々
に
ご
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
Ｃ

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｙ
」
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
チ
ア
ダ
ン
ス
や
、「
か
わ
い
や 

み
み
ょ
う
」
さ
ん
に
よ
る
落
語
、

小
林
前
公
民
館
長
の
指
揮
に
よ
る

大
合
唱
が
お
こ
な
わ
れ
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

◇
外
様
地
区
文
化
祭

　

前
夜
祭
で
は
各
種
出
し
物
を
お

楽
し
み
い
た
だ
き
、
文
化
祭
で
は

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
も
企
画
し

て
い
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
ケ
ア
ー
体
験

教
室　
参
加
者
募
集

　

今
年
も
３
回
に
わ
た
り
、
腰
の

ゆ
が
み
、
足
の
む
く
み
・
顔
の
た
る

み
を
中
心
に
『
リ
ン
パ
ケ
ア
』
に
つ

い
て
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

・
日　

程
10
月
28
日
㈬
・
11
月
４

日
㈬
・
11
月
11
日
㈬

・
講　

師　

和
田
令
子
さ
ん

・
問
合
先　

岡
山
公
民
館

　
　
　
　
　
☎
69
２
０
１
０

　
９
月
13
日
㈰
に
秋
津
公
民
館
で

75
歳
以
上
の
敬
老
者
を
お
招
き
し

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
秋
津
小

学
校
児
童
に
よ
る
歌
・
ダ
ン
ス
披

露
。
地
区
内
の
方
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
披
露
、
日

赤
奉
仕
団
の
余
興
等
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
お
楽
し
み
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◇
秋
津
地
区
文
化
祭

　
「
趣
味
の
作
品
展
」
や
「
ふ
れ

あ
い
音
楽
祭
」
の
ほ
か
、
う
ど
ん
・

綿
あ
め
・
く
じ
引
き
等
の
出
店
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、「
趣
味

の
作
品
展
」
の
出
展
受
付
は
直
前

ま
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
秋
津
公
民
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
日　

 

程　

10
月
25
日
㈰
９
時
〜

・ 問
合
先　

秋
津
公
民
館

　
　
　
　
☎
62
２
３
３
０　

◇
木
島
地
区
敬
老
会

　
９
月
26
日
㈯
、
木
島
公
民
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
77
歳
以
上
の
敬
老
者
お
よ
び
関

係
者
約
１
１
０
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

木
島
小
学
校
３
年
生
の
皆
さ
ん
、

木
島
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会
の
皆
さ

ん
や
今
年
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
カ
ピ

リ
ナ
の
皆
さ
ん
に
も
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
祝
宴
中
に
は
、

地
区
社
協
と
区
長
会
に
よ
る
合
唱

な
ど
が
あ
り
、
敬
老
者
も
一
緒
に

歌
う
な
ど
会
場
は
賑
や
か
に
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◇
第
52
回
木
島
地
区
文
化
祭

　

美
術
作
品
展
、
坂
井
芋
の
種
芋

展
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

・
日　

程　

10
月
24
日
㈯
、
９
時

〜
17
時
、
25
日
㈰
９
時
〜
15
時

・
場　

所　

木
島
公
民
館

◇
第
48
回
地
区
一
周
駅
伝
大
会

　

山
岸
公
会
堂
を
ス
タ
ー
ト
、
地

区
内
を
一
周
し
て
ゴ
ー
ル
の
木
島

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
目
指
し
ま

す
。
交
通
安
全
の
ご
協
力
と
沿
道

で
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
日　

程　
10
月
25
日
㈰
９
時
10
分
〜

・
集　

合　
山
岸
公
会
堂

◇
瑞
穂
地
区
文
化
祭
お
よ
び
駅
伝
大
会

　

地
区
駅
伝
大
会
、
作
品
展
示
、

売
店
や
バ
ザ
ー
な
ど
盛
り
た
く
さ

ん
の
内
容
で
皆
さ
ま
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
日　

程　
10
月
25
日
㈰
９
時
30
分
〜

・
場　

所　

瑞
穂
公
民
館　

・
日　

程　
　

前
夜
祭

　

10
月
24
日
㈯
18
時
30
分
〜

文
化
祭

　

10
月
25
日
㈰
９
時
〜

・
場　

所　

外
様
公
民
館

◇
常
盤
地
区
文
化
祭
展
示
作
品

の
募
集

　

常
盤
地
区
文
化
祭
で
展
示
し

ま
す
彫
刻
や
書
道
、
絵
手
紙
や

手
芸
等
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆

さ
ん
応
募
く
だ
さ
い
。

・ 

文
化
祭
日
程　

11
月
８
日
９
時
〜

・ 

場　

所
、
問
合
先　

常
盤
公
民

館
☎
62
３
２
０
０

◇
常
盤
地
区
敬
老
会
開
催

　
９
月
21
日
（
月
・
祝
）
常
盤
公

民
館
に
て
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
86
名
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
写
真
撮
影
や
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
警
察
署
か
ら
「
振

り
込
め
詐
欺
」
に
つ
い
て
の
寸
劇

を
披
露
し
て
い
た
だ
く
な
ど
盛
大

に
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇
太
田
地
区
敬
老
会

　
９
月
27
日
㈰
、
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル

を
会
場
に
敬
老
会
お
よ
び
合
同
金

婚
式
が
開
催
さ
れ
、
約
１
１
０
名

の
敬
老
者
の
皆
さ
ま
に
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◇
飯
山
地
区
敬
老
会

 　
９
月
13
日
㈰
飯
山
小
学
校
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
70
歳
・
75

歳
以
上
の
お
年
寄
り
１
４
０
名
を

迎
え
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
、
来
賓
の

方
々
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
、
飯

山
小
学
校
６
年
生
の
森
さ
や
か
さ

ん
・
佐
藤
瞬
斗
君
か
ら
作
文
の
朗
読

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祝
宴
に
入
り
、
に
ぎ
や
か
に
歓

談
す
る
中
、
今
年
も
余
興
で
は
地

元
の
バ
ン
ド
「
サ
ウ
ン
ド
・
チ
ィ

チ
ャ
」
の
迫
力
あ
る
バ
ン
ド
演
奏
、

生
伴
奏
で
の
カ
ラ
オ
ケ
披
露
、
全

員
で｢

北
国
の
春｣

を
歌
い
ま
し
た
。

最
後
は
市
育
成
会
長
の
関
谷
公
典

さ
ん
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
感

心
し
、
飯
山
地
区
敬
老
の
日
と
し

て
お
祝
い
し
ま
し
た
。

◇
飯
山
地
区
戦
没
者
開
拓
殉
難
者
追

　
悼
平
和
式
典　

　

９
月
24
日
㈭
区
長
会
・
社
会
福

祉
協
議
会
・
民
生
児
童
委
員
協
議

会
の
主
催
、
仏
教
和
合
会
・
遺
族

会
の
協
賛
に
よ
り
第
59
回
を
数
え

る
平
和
式
典
が
、
上
町
善
覚
寺
に

て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
各
宗
派
８
寺

院
の
衆
僧
に
よ
る
読
経
が
当
地
区

・
定　
員　

15
名

・
参
加
料　

無
料

・
対
象
者　

柳
原
地
区
居
住
の
方 

◇
富
倉
地
区
敬
老
会

　
９
月
20
日
㈰
に
富
倉
地
区
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
、
23
人
に
ご
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
踊
り
同
好
会

「
ひ
ま
わ
り
」
の
皆
さ
ん
が
踊
り
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

◇
と
み
く
ら
新
そ
ば
ま
つ
り

　
恒
例
の
「
と
み
く
ら
新
そ
ば
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
新
そ

ば
を
味
わ
い
に
富
倉
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
野
菜
販
売
、
利
き
そ
ば

大
会
、
そ
ば
打
ち
実
演
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
日　

程　
11
月
８
日
㈰
８
時
〜
13
時

・
場　

所　

富
倉
公
民
館

◇
石
造
文
化
財
学
習
会

　

今
回
は
戸
那
子
・
中
組
・
富
田

の
文
化
財
を
現
地
に
て
学
び
ま
す
。

・
日　

程　

11
月
８
日
㈰
８
時
〜

◇
柳
原
学
講
座

　

柳
原
公
民
館
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
を
対
象
と
し
て
柳
原
学
公
開

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
三
回

・
演　

題　

善
光
寺
地
震
と
柳
原

・
日　

程　

11
月
９
日
㈪
19
時
〜

・
講　

師　

長
瀬 

哲 

さ
ん

　
　
　
　
　
（
飯
山
市
教
育
長
）

・
場　

所　

柳
原
公
民
館

第
四
回

・
演
題　

柳
原
の
大
昔

・
講
師　

望
月 

静
雄 

さ
ん

　
　
　
　
　
（
柳
原
公
民
館
長
）

・
日　

程　
11
月
20
日
㈮
18
時
30
分
〜

・
場　

所　

柳
原
公
民
館

・
問
合
先 

柳
原
公
民
館

　
　
　
　
☎
62
５
５
６
２ 

◇
柳
原
地
区
文
化
祭

　

柳
原
地
区
文
化
祭
・
地
区
駅

伝
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
日　

程　

10
月
25
日
㈰

・
場　

所　
Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ
き

　
　
　
　
　

柳
原
出
張
所
周
辺

◇
柳
原
公
民
館
女
性
部
事
業

　
　

  

リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
ケ
ア
ー

・
日　

程　

10
月
29
日
㈭
・
11
月

５
日
㈭
・
11
月
12
日
㈭
19
時
〜

・
場　

所　

柳
原
公
民
館 

・
講　

師　

和
田
令
子 

さ
ん

柳

原

独
自
の
式
典
で
す
。

　
年
々
、
遺
族
の
方
々
の
参
加
は
少

な
く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年

は
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

過
去
の
戦
争
を
風
化
さ
せ
ず
後

世
に
語
り
継
ぎ
、
平
和
へ
の
思
い
を

新
た
に
す
る
、
式
典
が
毎
年
継
続

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で

す
。
今
後
も
多
く
の
住
民
が
恒
久

平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
で
き
る
式

典
開
催
を
期
待
し
ま
す
。

◇
秋
津
地
区
敬
老
会
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飯

山

太

田

木

島

外

様

常

盤

富

倉

岡

山

秋

津

瑞

穂

いつまでもお元気で！

楽しいひとときを過ごしました

恒久平和の思いを新たにしました

「ひまわり」の皆さんと参加者の踊り

優勝おめでとうございます！

話に花が咲きましたぜひ一度体験してみませんか

企画展現地学習会「いいやま古墳めぐり」参加者募集します！
地域の豪族の墓、古墳。飯山地方にもたくさんの古墳があります。
ふるさと館にて開催中の企画展「遺跡は語る―先人たちの祈りと生活」にあわせ、講師の案内のもと市内の古墳をめぐります。親子で
の参加も大歓迎です。皆さまの参加をお待ちしています。
■講　 師　　望月 静雄氏（県文化財保護指導委員）
■日　 時　　11月14日（土）8:30～12:00　　※小雨決行
○集　合　　飯山市ふるさと館前（市バスおよび徒歩にて移動）
○定　員　　25名
○参加料　　無料
○持ち物　　飲料、雨具（カッパ、傘など）、歩きやすい支度で
○見学場所（予定）法伝寺古墳（秋津地区）、有尾古墳（飯山地区）、大塚古墳（常盤地区）　
○募集開始　10月27日（火）9:00から　※定員になり次第〆切いたします。
○お申込み・お問い合わせ先　ふるさと館☎67-2030

法伝寺２号古墳

大いに盛り上がりました
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開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金9：30～18：00
　　　　　  土・日9：30～17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館
ニュース

11/1 日 10:30～ おはなしひろば
2 月
3 火 休館（祝日）
4 水 移動図書館車①コース
5 木 10:30～ 絵本とわらべうたの会
6 金 移動図書館車④コース
7 土
8 日 10:30～ ブックスタート
9 月 月曜休館
10 火
11 水 移動図書館車③コース
12 木 10:30～ 絵本とわらべうたの会
13 金 移動図書館車②コース
14 土
15 日 10:30～ おはなしひろば
16 月 月曜休館
17 火
18 水 移動図書館車①コース
19 木 10:30～ 絵本とわらべうたの会
20 金 移動図書館車④コース
21 土
22 日 10:30～ おはなしひろば
23 月 休館（祝日）
24 火 休館（祝日振替）
25 水 移動図書館車③コース
26 木 10:30～ 絵本とわらべうたの会
27 金 移動図書館車②コース
28 土
29 日 10:30～ おはなしひろば
３０ 月

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

旬の本・話題の本・意外な本趣
　
味
　
・
実
　
用

真
田
幸
村

ロ
ー
マ
法
王
に
米
を
食
べ
さ
せ
た
男

母
が
重
い
！

強
く
美
し
い
体
を
つ
く
る
登
山
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

老
妻
だ
っ
て
介
護
は
つ
ら
い
よ

芸
人
と
俳
人

新
人
物
往
来
社

高
野
誠
鮮

下
園
壮
太

西
田
育
弘

沖
藤
典
子

又
吉
直
樹

　映画の脚本執筆に行き詰った著
者は、フリーペーパーに「売ります」
の広告を載せている見ず知らずの
一般の人々に電話をかけ、実際に
家を訪ね、話を聞いてみた。さま
ざまな理由で売られる物と、そこ
に確かに存在するリアルな人々と
のフォト・ドキュメンタリー。

御
用
船
帰
還
せ
ず

ふ
く
ろ
う

中
野
の
お
父
さ
ん

潮
流

犬
の
掟

恋
せ
よ
魂
魄

風
か
お
る

左
近　
上
・
下

竜
馬
奔
る

湖
底
の
城　
６
巻

相
場
英
雄

梶　

よ
う
子

北
村
　

薫

今
野
　

敏

佐
々
木　

譲

仁
木
英
之

葉
室
　

麟

火
坂
雅
志

山
本
一
力

宮
城
谷 

昌
光

新
着
図
書
案
内

移動図書館車ゆきつばき号巡回日程表（平成２７年１０月～平成２７年１２月）

巡
回
日

１コース 水曜日 ２コース 金曜日 ３コース 水曜日 ４コース 金曜日
北原公会堂 今井生活改善センター 温井多目的センター ＪＡ太田出張所前

9：50～ 10：10 10：00～ 10：20 10：00～ 10：20 10：00～ 10：20
柏尾公民館 千曲荘前 蕨野ふるさと館前 柳沢公会堂

10：15～ 10：35 10：25～ 10：50 10：30～ 10：50 10：25～ 10：45
戸隠公民館 旧戸狩セブンイレブン前 戸狩温泉スキー場瀬木駐車場 小泉集落センター

10：45～ 11：05 10：55～ 11：15 10：55～ 11：15 10：55～ 11：15
下水沢公会堂 大塚生活改善センター 顔戸公会堂 外様活性化センター

11：10～ 11：30 11：20～ 11：40 11：25～ 11：45 11：25～ 11：45
小沼倉科商店前 西大滝旧鈴木病院 坂井多目的集会所 旧ＪＡ富倉支所付近
11：35～ 11：55 2：20～ 2：40 1：50～ 2：10 2：00～ 2：20

関沢農業生活改善センター 藤沢多目的集会所 ふっくら工房ふるさと前 市ノ口公会堂付近
2：25～ 2：45 2：45～ 3：05 2：15～ 2：35 2：40～ 3：00
神戸公民館 馬場集会所 上組公民館 小佐原公会堂

2：55～ 3：15 3：10～ 3：30 2：50～ 3：10 3：05～ 3：25
福島公民館 和水多目的センター 深沢公会堂 山口公会堂

3：20～ 3：40 3：35～ 3：55 3：20～ 3：35 3：30～ 3：50
戸那子構造改善センター 岡山活性化センター 茂右エ門新田区民センター 笹川公民館
3：50～ 4：10 4：00～ 4：20 3：40～ 3：55 3：55～ 4：15
常盤小学校付近 秋津中央公会堂 南条生活改善センター
4：20～ 4：40 4：05～ 4：25 4：20～ 4：40

中町神社道路付近
4：30～ 4：50

   

 １０月２１日
 １１月４日・１８日
 １２月２日・１６日 

 １０月３０日 
 １１月１３日・２７日
 １２月１１日・２５日 

 １０月２８日  
 １１月１１日・２５日
 １２月９日 

 １０月２３日
 １１月６日・２０日
 １２月４日・１８日 

      　
　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
時
間　
　
　
　
　

            　
　
　
　

  

よ
　
み
　
も
　
の

『
あ
な
た
を
選
ん
で
く
れ
る

も
の
』

ミ
ラ
ン
ダ
・
ジ
ュ
ラ
イ 

著

岸
本
佐
知
子 

訳　

ブ
リ
ジ
ッ
ト
・
サ
イ
ヤ
ー 

写
真

※１０月下旬～１２月の３カ月分を掲載しました。

  

秋
ま
つ
り
開
催
し
ま
し
た

　

10
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
に
飯

山
市
公
民
館
・
ふ
る
さ
と
館
・

美
術
館
・
女
性
セ
ン
タ
ー
未
来
・

飯
山
図
書
館
の
５
館
を
会
場
と

し
て
「
見
よ
う
！
学
ぼ
う
！
集

ま
ろ
う
！
学
び
の
エ
リ
ア
“
秋

ま
つ
り
”
２
０
１
５
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

５
館
を
巡
る
「
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
で
は
、
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー

で
展
示
し
て
い
る

「
正
受
庵
」
に
ち

な
ん
だ
ク
イ
ズ
に

挑
戦
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ク
イ
ズ

正
受
老
人
が
人
々

に
生
き
方
を
説
い

た
「
一
大
事
と
申

す
は
、
今
日
た
だ

今
の
心
な
り
」
と

は
じ
ま
る
『
○
○

暮
ら
し
』
の
中
に

入
る
言
葉
は
？
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
難
し
か
っ
た

よ
う
で
、
テ
ー
マ

コ
ー
ナ
ー
で
答
え
を
探
し
な
が

ら
回
答
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
日
は
、
い
つ
も
と
違
う
特

別
な
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
お
は
な
し
ひ

ろ
ば
」
が
行
わ
れ
、
魔
女
に
よ

る
読
み
き
か
せ
の
あ
と
、
魔
法

の
こ
と
ば
を
言
っ
た
子
ど
も
た
ち

に
、
魔
女
か
ら
お
菓
子
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

は
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　　　　▲魔女による「ハロウィンおはなしひろば」

第２日曜日を除く、毎月日曜日は「おはなしひろば」の日

大
　
活
　
字

く
れ
な
い　
全
２
巻

天
か
ら
や
っ
て
き
た
猫　
全
４
巻

ひ
か
り
62
号
の
殺
意　
全
２
巻

影
踏
み　
全
３
巻

手
紙　
上
・
下

花
の
歳
月

碇
星

佐
多
稲
子

塩
田
丸
男

西
村 

京
太
郎

横
山
秀
夫

東
野
圭
吾

宮
城
谷 

昌
光

吉
村
　

昭

今
す
ぐ
使
え
る
か
ん
た
ん
ウ
イ
ン
ド
ゥ
ズ
10

リ
ブ
ロ
ワ
ー
ク
ス

パ
　
ソ
　
コ
　
ン

毎月木曜日は「絵本とわらべうたの会」の日

　
私
が
、
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
読
ん

で
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
お
す

す
め
す
る
の
は
、
福
永
武
彦
さ

ん
作
の
、『
古
事
記
物
語
』
と

い
う
本
で
す
。

　

私
は
、
学
校
の
社
会
科
の
授

業
で
、
古
事
記
の
中
の
、「
天
の

国
と
地
の
底
の
国
（
国
の
は
じ

ま
り
）」
と
い
う
物
語
の
内
容

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

伊
邪
那
岐
神
と
い
う
男
神
と

伊
邪
那
美
神
と
い
う
女
神
が
協

し
て
今
の
日
本
の
島
々
や
、
今

の
生
活
の
中
に
あ
る
、
さ
ま
ざ

ま
な
物
（
神
）
を
生
み
出
し
て

い
く
、
と
い
う
物
語
で
す
。

　

し
か
し
、
別
の
科
目
の
授
業

で
、「
古
事
記
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
物
語
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
、

「
因
幡
の
白
ウ
サ
ギ(

オ
オ
ク
ニ

ヌ
シ
ノ
神
の
冒
険
）」
と
い
う
物

語
の
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

私
は
、
そ
の
時
か
ら
、「
古

事
記
を
全
部
読
ん
で
み
た
い
」

と
思
い
、
市
立
図
書
館
に
行
っ

て
探
し
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
古
事
記
が
出
て

き
た
け
ど
、
私
は
、
こ
の
本
の

内
容
が
一
番
わ
か
り
や
す
く
、

絵
も
あ
る
の
で
、
お
も
し
ろ
く

て
、
夢
中
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
な
の
で
、
皆
さ
ん
、

こ
の
本
を
一
度
で
い
い
の
で
読
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

★
今
月
の
お
す
す
め
★

飯
山
地
区  

小
澤 

理
彩 

さ
ん

 『
古
事
記
物
語
』 

福
永
武
彦 

著 

【
シ
リ
ー
ズ
】
わ
た
し
の
「
お
す
す
め
本
」
紹
介
し
ま
す

　　　　　　▲スタンプラリーの様子


